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01Ⅰ 地域総合治⽔推進計画改定のポイント

１ 当初策定から概ね１０年となるため、次期計画へ移⾏
○但⾺（円⼭川等）地域総合治⽔推進計画の策定（H26年度策定）から概ね10年が経過する

ため、河川下⽔道対策、流域対策、減災対策についての取組実績や課題を踏まえ、次期計画を
策定する。

○よりわかりやすい計画とするため、本編と資料編の2部構成とする。

２ 地域総合治⽔推進計画に記載しているデータ等の時点修正
○但⾺（円⼭川等）地域総合治⽔推進計画における「計画地域の概要」、「現状と課題」等

の記載内容について、統計データ等の時点修正や表現の適正化を図る。

３ 社会情勢の変化、法令の改正等による変更
○気候変動を踏まえた治⽔対策の必要性を盛り込む。
○国の流域治⽔の取組、特定都市河川浸⽔被害対策法の改正等、最新の社会情勢を踏まえた

更新を図る。
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Ⅱ 地域総合治⽔推進計画の構成

■わかりやすい計画とするため、計画の本編と資料編の2部構成とする。
（現計画の課題）
○現計画は、地形、気象、歴史⽂化などに加え、既往計画の転記など記載内容が多く（155ページ）、

わかりやすい計画とする必要がある。
○計画改定のたびに過去の取組を上書きすると、取組実績が削除されてしまう。（特に流域対策

は取組の蓄積が重要）

現計画 新計画

但⾺（円⼭川等）
地域総合治⽔推進計画

平成27年3⽉
兵庫県

令和●年●⽉
兵庫県

令和●年●⽉
兵庫県

（本 編） （資料編）
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但⾺（円⼭川等）
地域総合治⽔推進計画

但⾺（円⼭川等）
地域総合治⽔推進計画
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Ⅱ 地域総合治水推進計画の構成
■本編は、総合治水条例で定められた事項とし今後概ね10年間の総合治水の取組をまとめる。

■資料編は、地形、気象、歴史・文化のほか、河川整備計画等の既往計画の概要、取組実績
を現計画を基にしてとりまとめる。また、他地域の主たる取組の効果について整理する。

下線：資料編に移行する内容
※１：新たに追加する内容

＜本編 目次＞ ＜資料編 目次＞

１ 計画区域の概要

２ 総合治水の基本的な目標に関する事項

３ 総合治水の推進に関する基本的な方針

４ 河川・下水道対策

５ 流域対策

６ 減災対策

７ 環境の保全と創造への配慮

８ 総合治水を推進するにあたって必要な事項

１ 計画区域の概要

（地形･地質､気候､自然環境､歴史･文化､土地利用､人口分布）

２ 洪水被害の発生状況

３ これまでの取組

（河川・下水道対策、流域対策、減災対策）

４ 河川環境の保全と創造への配慮

５ 地域総合治水推進計画の改定履歴

６ 他地域での総合治水対策の効果事例※1
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Ⅲ 計画改定の主な内容

１．計画区域の概要
＜資料編＞（Ｐ１〜８）＜本編＞（Ｐ１〜３）

○計画区域の概要
①地形・地質、②気候、③⾃然環境、
④歴史・⽂化、⑤⼟地利⽤、⑥⼈⼝分布

○⼤⾬による洪⽔被害の発⽣状況

〇これまでの総合治⽔の取組

○但⾺地域を流下する主な河川、地形等を記載

〇総合治⽔を推進していく上での課題を記載
・気候変動を踏まえた総合治⽔対策
・河川対策における河川整備計画に基づく整備

と、河川管理施設等、河道内の計画的な維持
管理

・下⽔道対策における既存下⽔道施設の抜本的
な更新の必要性

・流域対策における間伐がなされないことによ
る森林の保⽔能⼒の低下や、⽔⽥の荒廃・市
街化の進⾏による保⽔能⼒の低下

・減災対策における被災経験者の減少、⾼齢化
による防災意識の低下の懸念と、防災情報の
広い周知と情報提供⽅法の多様化・改善

・その他現状を踏まえた記載内容に修正
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（２）ながす(河川・下水道対策)、ためる(流域対策)、そなえる(減災対策)の目標
 
 ○ながす：河川整備計画、下水道計画等の既定計画の着実な推進

   〇ためる：雨水の貯留・浸透させる取組の推進、継続した対策の推進

   〇そなえる：情報発信・伝達・把握、避難、建物の耐水機能の付加、被災時の早期生活
  再建の取組等を推進し、人命・社会経済活動への深刻な被害の回避・軽減

Ⅲ 計画改定の主な内容

（１）計画期間
○計画の期間は概ね10年間とする。

２．総合治水の基本的な目標（本編P４）
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Ⅲ 計画改定の主な内容

（１）全般
○国、県及び市町は各主体と連携を図りながら、これまで進めてきた河川下⽔道対策や流域対策、

減災対策を継続する。県⺠は、⾃ら流域対策や減災対策に取り組むように努め、総合治⽔に関す
る施策に協⼒する。

○浸⽔被害の発⽣や法改正、気候変動への対応等を踏まえた新たな取組について各主体が連携・協
⼒し、取組を推進する。

（２）河川・下⽔道対策
○国、県及び市町は、河川整備計画等に基づき河川整備を⾏うとともに、河川整備による治⽔効果

を維持するため、⽼朽化対策や堆積⼟砂の撤去等の適切な維持管理を⾏う。
○市町は、下⽔道計画に基づき施設整備を⾏うとともに、施設の⽼朽化対策を⾏う。

（３）流域対策
○流域対策の貯留量のさらなる増加のため、流域全体での取組に努める。

（４）減災対策
○あらゆる世代に対して、防災に関する教育、訓練の継続実施に努めるとともに、防災のリアルタ

イム情報の充実や情報発信⽅法の多様化に努める。

３．総合治⽔の推進に関する基本的な⽅針（本編P５〜６）
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Ⅲ 計画改定の主な内容

４．河川・下⽔道対策（本編P７〜１４）
（１）河川の整備及び維持

○ ⼀級河川円⼭川⽔系 円⼭川上流圏域河川整備計画、円⼭川⽔系出⽯川圏域河川整備計画、円
⼭川下流圏域河川整備計画、およびひょうごインフラ整備プログラム等に基づく流下能⼒向上
対策

〇適切な維持管理
・堆積⼟砂撤去
・⽮板護岸⽼朽化対策：（⼆）⽥井川（新温泉町）等2箇所
・排⽔機場、⽔⾨機械整備、電気設備等⽼朽化対策：（⼀）六⽅川（豊岡市）等4箇所

〇⼤路ダム、与布⼟ダム、但東ダムの洪⽔調節

（２）下⽔道の整備及び維持

○各市町の下⽔道計画に基づく整備
〇適切な維持管理
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Ⅲ 計画改定の主な内容 08
河道対策の整備内容⼀覧

維持管理内容⼀覧
事業主体事業概要事業区間河川名

県

ダム管理用制御処理設備等更新

朝来市和田山町大路ダム

朝来市山東町与布土ダム

豊岡市但東町但東ダム

排水機場、水門機械整備、電気設備等老朽化対策管内六方川等

矢板護岸老朽化対策管内田井川等

事業主体事業概要事業区間河川名

国

下流部無堤対策L=1.0km豊岡市【瀬戸・津居山地区】

（一）円山川

下流部無堤対策L=0.4km豊岡市【ひのそ他地区】

遊水地整備豊岡市【中郷地区】

上流部無堤対策L=1.1km豊岡市【鶴岡・日置地区】

上流部無堤対策L=0.1km豊岡市【日高地区】

県

築堤、護岸、井堰改築等 L=9.4km養父市～朝来市[米地橋上流～神子畑川合流点]

パラペットL=120m朝来市【八代地区】(一)八代川 新規

パラペットL=200m養父市【尾崎地区】(一)八木川 新規

河床掘削、護岸等 L=1.1km香美町[河口～森谷川合流点付近](二)香住谷川

河道拡幅、築堤、護岸等香美町[河口～長谷野橋上流](二)矢田川

緊急対策香美町【香住区油良・間室地区】(二)美の谷川 新規
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Ⅲ 計画改定の主な内容 09
全体図

（一）円山川改修
中郷地区
遊水地整備

（一）円山川改修 L=1.1km
鶴岡・日置地区
上流部無堤対策

（一）円山川改修 L=0.4km
ひのそ他地区

下流部無堤対策

（一）円山川改修 L=1.0km
瀬戸・津居山地区
下流部無堤対策

豊岡市

但東ダム〔豊岡市但東町〕
ダム管理用制御処理設備等更新

(一)六方川等 4箇所 管内
排水機場、水門機械整備、
電気設備等老朽化対策

（一）円山川改修 L=0.1km
日高地区

上流部無堤対策

：無堤対策

：遊水地

：その他河川対策

：国管理区間
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Ⅲ 計画改定の主な内容 10
全体図

養父市

朝来市
与布土ダム

大路ダム

大路ダム 〔朝来市和田山町〕
与布土ダム 〔朝来市山東町〕

ダム管理用制御処理設備等更新

(一)八木川 L=200m
養父市尾崎
パラペット

(一)円山川 L=9,400m
養父市～朝来市

[米地橋上流～神子畑川合流点]
河川改修 築堤、護岸、井堰改築 他

(一)八代川 L=120m
朝来市八代
パラペット

豊岡市

(一)六方川等 4箇所 管内
排水機場、水門機械整備
電気設備等老朽化対策

：無堤対策

：遊水地

：その他河川対策

：国管理区間

（一）円山川改修
中郷地区
遊水地整備

（一）円山川改修 L=1.1km
鶴岡・日置地区
上流部無堤対策

（一）円山川改修 L=0.1km
日高地区

上流部無堤対策

但東ダム〔豊岡市但東町〕
ダム管理用制御処理設備等更新
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Ⅲ 計画改定の主な内容 11

全体図

豊岡市
新温泉町

香美町

(二)香住谷川 L=1.1km
〔美方郡香美町〕

[河口～森谷川合流点付近]
河川改修、河床掘削、護岸 他

(二)矢田川
〔美方郡香美町〕

[河口～長谷野橋上流]
河川改修、築堤、護岸 他

(二)田井川等 2箇所 管内
矢板護岸老朽化対策

(一)六方川等 4箇所 管内
排水機場、水門機械整備、
電気設備等老朽化対策

：無堤対策

：遊水地

：その他河川対策

：国管理区間

(二)美の谷川
〔香美町香住区〕
[油良・間室地区]

緊急対策
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12Ⅲ 計画改定の主な内容 美の⾕川(⾹美町⾹住区油良・間室地区)緊急対策
令和5年（2023年）８⽉の台⾵第７号により多くの家屋浸⽔被害が⽣じた⾹美町⾹住区油良・

間室地区では、「⽮⽥川・美の⾕川治⽔対策検討委員会」を設置し、今後の治⽔対策を令和6年3
⽉15⽇に取りまとめた。今後、緊急対策として、美の⾕川では、令和8 年度の完了をめざし治⽔
対策を進める。

また、⼤型⼟のうの設置や排⽔樋⾨の操作基準の明確化等を⾏い、⾹美町や地元と連携・協⼒
しながら治⽔対策完了までの防災対策に取り組む。

①⼤型⼟のう設置（⾚線）
（約300ｍ）
※点線部分については、周辺に仮置
きし、浸⽔の可能性が⾼まった段階
で設置

（町道は通⾏⽌め措置）
②フラップゲート設置（⻘丸）

（2 箇所）
※排⽔管からの逆流を防⽌

③排⽔樋⾨の操作基準の明確化
（⻩丸）

※⽀柱を着⾊して操作基準⾼を明⽰
④⽔防資機材等の提供（⾹美町）

出⽔期(6 ⽉1 ⽇〜10 ⽉31 ⽇)に向けた対応

新規
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Ⅲ 計画改定の主な内容 【流域対策①】

５．流域対策（本編P１５〜１９）
（１）調整池の設置及び保全

〇総合治⽔条例に基づき、重要調整池の設置、適切な管理

〇地域の実情に応じた⾬⽔調整施設の設置指導（⾹美町）

（２）⼟地等の⾬⽔貯留浸透機能
〇県市町管理道路における歩道の透⽔性舗装
〇各⼾貯留（⾬⽔貯留タンク設置費助成）
〇⽥んぼダム（セキ板配布・設置啓発）

新規・継続取組内容主体

継続雨水貯留タンク設置費助成について、申請があった場合に実施養父市

継続
雨水貯留タンク設置費助成について、申請があった場合に実施。助成額（上
限）：浄化槽の転用10万円、雨水貯留タンク及び浸透マス設置5万円

香美町

表 各戸貯留に関する取組

重要調整池（左：豊岡市立石、右：新温泉町戸田）

歩道の透水性舗装（朝来市）
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Ⅲ 計画改定の主な内容 【流域対策②】

５．流域対策（本編P２０〜２２）
（３）貯⽔施設の⾬⽔貯留容量の確保

〇ダムの事前放流（⼤路ダム、但東ダム、与布⼟ダム、多々良⽊ダム、⼤町⼤池、⼊江ダム）

表 既存ダムの治水活用量一覧

但東ダム 大路ダム 与布土ダム大町大池

14

内容
治水活用量
（千m3）

管理者種類所在地ダム

事前放流
220

県多目的
豊岡市但東ダム

87

朝来市

大路ダム
358与布土ダム

期間放流(8～10月)50朝来市

利水

大町大池
事前放流11,500

関西電力
(株)

多々良木ダム
事前放流
(R2.9既取組容量20千m3を含む)

170香美町入江ダム

ダムの事前放流のイメージ
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Ⅲ 計画改定の主な内容 【流域対策③】

５．流域対策（本編P２３〜２４）
（３）貯⽔施設の⾬⽔貯留容量の確保

〇ため池事前放流設備の整備
〇事前放流における⽔利施設管理強化事業

主体所在地ため池名No

県（朝来土地改良）

朝来市ふたた池①

養父市峠下池②

県（豊岡土地改良）新温泉町すりばち池③

表 ため池事前放流設備の整備予定

取組内容主体

西谷池 （日高町上郷） 29千㎥ 新規

滝谷池 （日高町上郷） 4千㎥ 新規

小谷池 （日高町夏栗） 4千㎥ 新規

観音寺池（出石町福見） 103千㎥ 新規

豊岡市

比治下池（和田山町比治）12千㎡ 新規

茶間池 （和田山町宮） 3千㎡ 新規
朝来市

表 ため池の治水活用（水利施設管理強化事業）

15

新規
新規
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Ⅲ 計画改定の主な内容 【流域対策④】

５．流域対策（本編P２５〜２８）
（４）ポンプ施設との調整

〇河川増⽔時のポンプ運転調整

（５）遊⽔機能の維持

（６）森林の整備及び保全
〇森林の有する浸透、滞留機能、⼟地の保全機能を確保するための森林の整備及び保全

（災害に強い森づくり第4期（災害緩衝林の造成等）、条件不利地における間伐の推進、
森林環境贈与税等を活⽤した森林の整備・保全）

16



Hyogo Prefecture

Ⅲ 計画改定の主な内容 【減災対策①】

6．減災対策（本編P２９）
（１）浸⽔が想定される区域の指定・県⺠の情報の把握

〇ハザードマップの更新・周知・啓発等、内⽔浸⽔解析の実施

兵庫県CGハザードマップ 養父市防災マップ

朝来市ハザードマップ

香美町ハザードマップ 新温泉町総合防災マップ

豊岡市防災マップ

17

新規



Hyogo Prefecture

Ⅲ 計画改定の主な内容 【減災対策②】

6．減災対策（本編P３０〜３１）
（２）浸⽔による被害の発⽣に係る情報の伝達

〇河川・ダム等のリアルタイム観測情報、ライブカメラ画像の提供
〇防災⾏政無線や屋外拡声⼦局の維持管理

防災行政無線の設置（新温泉町）

川の防災情報

ひょうご防災ネット
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Hyogo Prefecture

19

ワンコイン浸水センサ―の設置（豊岡市）

Ⅲ 計画改定の主な内容 【減災対策②】

6．減災対策（本編P３０〜３１）
（２）浸⽔による被害の発⽣に係る情報の伝達

〇ワンコイン浸⽔センサーの設置・監視

ワンコイン浸水センサ―の設置箇所（養父市）

ワンコイン浸水センサ―の設置（朝来市）
出典：第７回 円山川流域治水協議会資料

新規



Hyogo Prefecture

Ⅲ 計画改定の主な内容 【減災対策③】

6．減災対策（本編P３２〜３４）
（３）浸⽔による被害の軽減に関する学習

〇出前講座・研修等の実施、但⾺地域ひょうご防災リーダー講座

（４）浸⽔による被害の軽減のための体制の整備
〇避難⾏動要援護者に対する公費によるボランティア保険加⼊促進（豊岡市）
〇地域防災拠点の整備による⽔防体制の強化（⾹美町）
〇マイ避難カードの普及推進（豊岡市）

出前講座実施の様子（新温泉町） 高校での出前講座（豊岡市）

20

新規
新規



Hyogo Prefecture

Ⅲ 計画改定の主な内容 【減災対策④】

6．減災対策（本編P３５〜３７）
（５）訓練の実施

〇合同防災訓練
〇⾃主防災組織への啓発
〇市⺠総参加訓練の実施
〇台⾵23号メモリアル⽔防訓練の実施

（６）建物等の耐⽔機能
〇下⽔道施設の耐⽔化（新温泉町）

（７）浸⽔による被害からの早期の⽣活の再建
〇フェニックス共済の県⺠への周知・加⼊の促進
〇応援協定等の締結

台風23号メモリアル水防訓練の実施
（国、県、豊岡市）

総合防災訓練の実施
（香美町、自主防災組織）

21

新規



Hyogo Prefecture

Ⅲ 計画改定の主な内容
【環境の保全と創造への配慮】【総合治⽔を推進するにあたって必要な事項】

○現計画を踏襲し、ひょうご・⼈と⾃然の川づくりの基本理念・基本⽅針を基に計画地域の⾃然環
境の特性に応じて環境の保全と創造に配慮する

７．環境の保全と創造への配慮（本編P３８）

○⼟砂災害、⾼潮、津波対策等との連携
○推進計画のフォローアップと⾒直し
〇総合治⽔の普及啓発
〇国が進める流域対策との連携

８．総合治⽔を推進するにあたって必要な事項（本編P３９）

22

気候変動への対応として、国が主導する「流域治⽔プロジェクト2.0」が推進さ
れている。また、流域治⽔の実践に向けて「特定都市河川浸⽔被害対策法(令和３
年改正)」に基づく特定都市河川の指定と流域⽔害対策計画の策定について円⼭川
流域治⽔協議会で検討が進められており、特定都市河川の指定、流域⽔害対策計画
が策定された場合は本計画の⾒直しを⾏う。



Hyogo Prefecture

Ⅳ 他地域での総合治⽔対策の効果事例
■今後の取組の参考とするため、他地域での総合治⽔対策の取組の効果等を追加

※資料編に掲載（資料編P９２〜 １０３ ）

管理者が取り組み易い構造（一度、開け

るだけで操作不要）とするため

①ため池改修事業と併せた整備

②治水効果の高いため池での単独整備

③災害復旧と併せた整備を推進
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河川下水道対策 箇所・取組 完了 継続 新規

(一)円山川改修（出石川、奈佐川を含む） ●

 (一)円山川〔日高・八鹿工区〕 ●

 (一)円山川〔宿南地区〕 ●

  (一)円山川養父市～朝来市[米地橋上流～神子畑川合流点] ●

 (一)八木川〔養父市八鹿町国木～米里　他〕 ●

 (二)味原川他〔新温泉町浜坂〕 ●

(二)味原川〔美方郡新温泉町〕 ●

  (二)岸田川〔美方郡新温泉町〕[段川・三谷山川 合流点] ●
(二)香住谷川〔美方郡香美町〕
[河口～森谷川合流点付近]

●

(二)矢田川〔美方郡香美町香住区〕
[河口～長谷野橋上流]

●

 (一)稲葉川〔豊岡市日高町〕 ●

（二）美の谷川[香美町香住区油良・間室地区] ●

 (一)六方川〔豊岡市六地蔵　他〕 ●

 (一)六方川〔六方川排水機場〕 ●

(一)六方川等4箇所〔管内〕 ●

 (一）菅川〔豊岡市出石町〕 ●

 (一）知見川〔豊岡市日高町〕 ●

 (二)田井川〔新温泉町田井〕 ●

(一)稲葉川〔豊岡市日高町十戸〕 ●

(一)穴見川〔豊岡市香住〕 ●

(一)六方川〔豊岡市駄坂～下鉢山〕 ●

(一)出石川〔豊岡市但東町栗尾〕 ●

 (一)太田川〔豊岡市但東町日向〕 ●

 (一)穴見川〔豊岡市三宅〕 ●

 (一)大屋川〔養父市伊豆〕 ●

 (一)大屋川〔養父市大屋町筏〕 ●

 (一)大屋川〔養父市浅野〕 ●

 (一)東河川〔朝来市和田山町久田和〕 ●

 (一)田路川〔朝来市田路〕 ●

 (一)赤花川〔豊岡市但東町奥赤〕 ●

 (二)岸田川〔美方郡新温泉町七釜〕 ●

 (二)栃原川〔朝来市生野町栃原〕 ●

 (二)湯舟川〔美方郡香美町村岡区鹿田〕 ●

 (二)湯舟川〔美方郡香美町村岡区鹿田〕 ●

 (二)矢田川〔美方郡香美町小代区石寺〕 ●

 (二)小原川〔美方郡香美町香住区小原〕 ●

 (一)奈佐川〔豊岡市吉井〕 ●

 (一)大浜川〔豊岡市森津〕 ●

 (一)稲葉川〔豊岡市日高町浅倉〕 ●

 (一)円山川〔養父市八鹿町下小田〕 ●

 (一)円山川〔朝来市和田山町駅北〕 ●

(一)八代川〔朝来市八代〕 ●

(一)八木川〔養父市尾崎〕 ●

（二）田井川等2箇所[管内] ●

与布土ダム〔朝来市山東町〕 ●
大路ダム〔朝来市和田山町〕
与布土ダム〔朝来市山東町〕
但東ダム〔豊岡市但東町〕

●

下水道対策 公共下水道・特定環境下水道 ●

新規
特定都市河川指定
流域水害対策計画策定

●

新規取組区分 気候変動を踏まえた治水対策
最新の社会情勢を踏まえた更新
DXを活用した対策

河川整備計画に
基づく取組

中上流対策に基
づく取組など

河川下水道対策

ながす整備等を行うことにより、大規模洪水時に水を安全に流下し、浸水被害を軽減
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箇所・取組 概要 完了 継続 新規

重要調整池の設置指導 ●

指定調整池の指定 ●

調整池の設置指導 ●

県立学校・町立学校 校庭貯留 ●

市立学校 校庭芝生化 ●

中学校駐車場整備 透水性舗装、芝生パーキング ●

豊岡総合庁舎 駐車場　地下貯留・透水性舗装 ●

新温泉庁舎 雨水貯留ﾀﾝｸ設置 ●

庁舎・役場 駐車場透水性舗装、地下貯留槽 ●

公共施設の雨水貯留浸透機能 保水性ブロック、緑化ブロック等 ●

●

県営住宅 駐車場貯留 ●

田んぼダム セキ板配布・設置啓発 ●

各戸貯留 設置費助成等 ●

指定雨水貯留浸透施設の指定 ●
貯水施設の雨水貯留容量の確 ダム事前放流の実施 ●
指定貯水施設の指定 ●

ため池（改修）
ため池改修に合せた事前放流設備の
整備

●

ため池（事前放流等） 水利施設管理強化事業 ● ●

河川増水時のポンプ運転調整 ●

●

指定ポンプ施設の指定 ●

5 遊水機能の維持 遊水機能の維持 ●

災害緩衝林の造成　等 ●

森林環境贈与税等を森林の整備・保全 ●

新規取組区分 気候変動を踏まえた治水対策
最新の社会情勢を踏まえた更新
DXを活用した対策

流域対策
ためる整備を行うことにより、住宅・道路の浸水被害、内水浸水を軽減、河川水位低下

県管理道路・市管理道路における歩道の透水性舗装　

操作規則への明示、運用の検討

災害に強い森づくり

4

6

流域対策

調整池の設置及
び保全

土地等の雨水貯
留浸透機能

貯水施設の雨水
貯留容量の確保

ポンプ施設との調
整

森林の整備及び
保全

1

2

3
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箇所・取組 概要 完了 継続 新規

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

冠水情報表示板の設置 等 ●

防災行政無線、ケーブルテレビ　等 ●

市町に対する情報提供
フェニックス防災システムによる河川水位予
測・氾濫予測を市長等に提供

●

● ●

●

自主防災組織交流大会の開催 ●

出前講座、防災学習会、講演会　等の実施 ●

コミュニティFM局と連携した情報発信 ●

但馬地域ひょうご防災リーダー講座
（フォローアップ研修を含む）

●

防災サバイバル講座 ●

防災マップの作成支援 住民自らが作成する防災マップの作成支援 ●

●

●

●

●

●

●

●

訓練の実施
市民総参加訓練、総合防災訓練、一斉避難訓
練

●

●

●

市役所、病院、中学校 ●

下水道施設 ●

●

共済制度の加入促進 フェニックス共済 ●

応援体制の確立
市町と民間事業者等との間での災害時応援協
定等の締結

●

新規取組区分 気候変動を踏まえた治水対策
最新の社会情勢を踏まえた更新
DXを活用した対策

2

建物等の耐水化6

7
浸水による被害
からの早期生活
再建

訓練の実施5

浸水による被害
の軽減するため
の体制の整備

4

3

兵庫県CGハザードマップによる情報提供

ハザードマップの作成・更新・配布・普及・啓発

内水ハザードマップの作成・周知

屋外拡声子局の設置・維持管理

ワンコイン浸水センサーの設置・監視

避難施設等への案内板等の整備

津波避難ビルの震度感知式鍵ボックスの設置

避難行動要援護者の避難支援者に対する公費によるボランティア保険加入
促進

浸水が想定され
る区域の指定・県
民の情報の把握

1

県民に対する防災情報の発
信

浸水による被害
の軽減に関する
学習

浸水による被害
の発生に係る情
報の伝達

減災対策
危険を知り、素早く行動し、施設を整備することにより、防災力を向上

水防法の改正に伴う洪水浸水想定区域図の作成

水防法改正に伴う洪水浸水想定区域の指定

防災に関する人材の育成

減災対策

水害リスクマップの公表

避難行動指針の作成

まるごとまちごとハザードマップ

災害を伝える取組

簡易雨量計の配布

避難判断水位・氾濫危険水位等の見直し

マイ避難カードの普及推進

雨量・水位情報の発信

雨量計の設置

河川監視カメラ情報の発信

自主防災組織における訓練の実施

指定耐水施設の指定

防災組織の結成推進・活性化

雨水管理総合計画の策定

水防体制の強化

自主防災組織への啓発

台風23号メモリアル水防訓練の実施

建物等の耐水化
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